
い ず も（１） 第230号

発行所 出雲駐屯地

広 報 室

出
雲
市
と
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
は
、
大
規
模
な
災
害
で
被
災
地

に
派
遣
さ
れ
る
自
衛
官
の
家
族
を
自
治
体
が
支
援
す
る
協
定
に
つ
い
て

平
成
３
０
年
８
月
２
７
日
（
月
）
締
結
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た
自

衛
隊
員
が
、
残
さ
れ
た
家
族
と
連
絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
不
安
を

抱
え
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
で
自
治
体
と
自
衛
隊
と
の
間

で
締
結
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

協
定
締
結
式
に
は
、
出
雲
市
長
（
長
岡
秀
人
）
と
出
雲
駐
屯
地
司
令

（
中
谷
一
雄
）
が
出
席
し
、
協
定
書
に
署
名
し
た
。

長
岡
市
長
は
、
締
結
式
の
中
で
「
災
害
の
厳
し
い
環
境
の
中
で
残
さ

れ
た
家
族
へ
の
心
配
は
大
き
い
と
思
う
。
災
害
対
応
に
全
力
が
出
せ
る

よ
う
、
市
と
し
て
支
援
し
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

協
定
で
は
、
出
雲
市
が
被
災
し
た
場
合
、
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た
自

衛
隊
員
に
家
族
の
安
否
を
伝
え
る
ほ
か
、
隊
員
が
子
供
を
保
育
施
設
に

預
け
る
た
め
仲
介
を
行
う
。

平
成
３
０
年
７
月
豪
雨
で
は
、
広
島
県
に
出
雲
駐
屯
地
か
ら
お
よ
そ

１
０
０
名
の
隊
員
が
派
遣
さ
れ
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
道
路
啓
開
、

給
水
活
動
を
行
っ
た
。

出
雲
駐
屯
地
司
令

中
谷
２
佐
は
「
災
害
が
起
き
た
時
は
、
こ
の
協

定
を
活
用
し
て
後
顧
の
憂
い
無
く
し
っ
か
り
と
任
務
に
邁
進
し
た
い
。

本
協
定
は
、
出
雲
市
と
し
て
自
衛
隊
員
に
対
す
る
支
援
が
主
体
の
内
容

と
な
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
自
衛
隊
が
出
雲
市
民
の
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
、
駐
屯
地
で
実
施
で
き
る
支
援
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
、

今
後
更
に
出
雲
市
と
自
衛
隊
が
共
存
共
栄
し
て
い
け
る
協
定
内
容
に
発

展
し
て
い
け
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
協
定
締
結
が
、
ま
さ
に
そ

の
一
歩
で
あ
り
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
」
と
述
べ
た
。

平成30年10月

出雲市・出雲駐屯地調印式



い ず も（２） 第230号

第
13
偵
察
隊
は
、
平
成
30
年
６
月
16

日
（
土
）
協
同
転
地
演
習
出
発
に
伴
い
、

出
陣
式
を
行
っ
た
。

式
に
は
隊
員
家
族
の
他
、
隊
友
会
副

会
長
、
Ｏ
Ｂ
会
長
、
駐
屯
地
を
知
る
会

会
長
、
隊
友
会
顧
問
が
出
席
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
隊
員
に
激
励
の
言
葉
を
頂

戴
し
た
。

出
陣
式
終
了
後
、
隊
は
速
や
か
に
出

発
態
勢
を
整
え
機
動
を
開
始
し
た
。

▲ 駐屯地を出発する偵察隊車両

協
同
転
地
演
習

出
陣
式
・
出
発

▲ 出雲大社に向かい安全祈願 ▲ 隊員家族から熱い激励

平成30年10月

第１３偵察隊協同転地演習 出陣



い ず も（３） 第230号

6
月
28
日(
木
）

上
富
良
野
演
習

場
に
お
い
て

「
偵
察
小
隊
が

行
う
偵
察
の
た

め
の
前
進
間
敵

の
妨
害
を
克
服

（
突
破
）
す
る

場
面
」
を
想
定

し
軽
装
甲
機
動

車
に
よ
る
単
車

戦
闘
射
撃
、
87

式
偵
察
警
戒
車

に
よ
る
班
戦
闘

射
撃
に
つ
い
て

受
閲
し
た
。
戦

闘
間
、
全
斥
候

車
の
班
内
火
力

の
集
中
・
分
火

及
び
乗
員
が
協

同
連
携
し
現
出

し
た
目
標
を
確

実
に
撃
破
又
は

制
圧
し
た
。

7
月
8
日
（
日
）
か
ら

10
日
（
火
）
ま
で
の
２
夜

３
日
に
わ
た
り
、
生
地
の

長
距
離
機
動
に
引
き
続
き

矢
臼
別
演
習
場
に
お
い
て

「
攻
撃
を
主
体
と
し
た
戦

術
行
動
」
に
つ
い
て
受
閲

し
た
。

第
13
偵
察
隊
は
、
隊
長

中
谷
一
雄
２
等
陸
佐
を
核

心
と
し
要
望
事
項
の
「
機

甲
科
の
偵
察
部
隊
と
し
て

生
き
残
っ
て
任
務
を
完
遂

す
る
術
を
皆
で
徹
底
的
に

考
え
、
そ
し
て
実
行
せ
よ

を
胸
に
、
全
隊
員
が
一
丸

と
な
り
、
日
頃
の
訓
練
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

所
命
の
任
務
を
完
遂
し
た

訓
練
を
通
し
て
、

全
般
統
制
要
領
、

後
方
担
当
者
の
調

整
能
力
及
び
、
各

車
長
、
操
縦
手
の

練
度
を
向
上
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

▲ ８７偵察警戒車「班戦闘射撃」▲ 軽装甲機動車「単車戦闘射撃」

偵
察
隊

主
要
装
備

実
射
検
閲

速
や
か
に
敵
陣
前
を

偵
察
す
る
偵
察
小
隊

警
戒
地
域
に
お
い
て

不
審
者
対
応
す
る

電
子
偵
察
小
隊

平成30年10月

偵察隊隊検閲受閲 上富良野射撃検閲
矢臼別隊訓練検閲

平
成
30
年
度

隊
訓
練
検
閲

、」。



い ず も（４） 第230号 平成30年10月

平
成
30
年
6
月
28
日
（
木
）
か
ら
7
月
8
日
（
日
）
に
か
け
て
、
西
日
本
を
中
心
に
北
海

道
や
中
部
地
方
な
ど
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
記
録
さ
れ
た
台
風
7
号
及
び
梅
雨
前
線
等
の
影

響
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
規
模
な
災
害
が
発
生
、
出
雲
駐
屯
地
所
在
部
隊
も
災
害
派
遣

活
動
に
従
事
し
た
。

出
雲
駐
屯
地
業
務
隊
は
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
拠
点
駐
屯
地
機

能
維
持
の
た
め
7
月
17
日
（
火
）

か
ら
8
月
1
日
（
水
）
ま
で
の
間

海
田
市
駐
屯
地
に
ボ
イ
ラ
ー
増
強

要
員
1
名
（
小
林
技
官
）
を
派
遣

し
た
。

小
林
技
官
は
、
ボ
イ
ラ
ー
の
運

転
の
他
、
ろ
過
機
の
故
障
対
応
、

拠
点
駐
屯
地
機
能
維
持
、
派
遣
隊

員
の
環
境
維
持
等
を
行
い
災
害
派

遣
活
動
に
従
事
す
る
隊
員
を
後
方

か
ら
支
援
し
た
。

▲海田市駐屯地でボイラーの
故障に対応する小林技官

出
雲
駐
屯
地

業
務
隊
災
害
派
遣
支
援

▲ 第１３偵察隊が災害派遣に出発する状況（７月１６日（月））

平成３０年７月豪雨災害
出雲駐屯地災害派遣

▲ 第３０４施設隊が災害派遣に出発する状況（７月１３日（金））

、



い ず も（５） 第230号

第
13
偵
察
隊
は
、
7
月
15
日
（
日
）
約
1
ヶ
月
間
の
北
方
協
同
転
地
演
習
を
終
了
し
、
出
雲
駐
屯
地
へ
帰
隊
し
た
。
同
日
速
や
か
に
災

害
派
遣
準
備
を
完
了
し
翌
16
日
（
月
）
第
13
偵
察
隊
長
（
中
谷
一
雄

2
等
陸
佐
）
以
下
54
名
を
持
っ
て
広
島
地
区
へ
前
進
し
た
。

広
島
県
に
お
け
る
河
川
、
橋
梁
及
び
経
路
等
被
害
状
況
を
偵
察
、
生
活
道
路
等
の
危
険
物
除
去
、
給
水
支
援
、
台
風
12
号
接
近
に
伴
い

孤
立
化
す
る
住
民
の
避
難
輸
送
、
送
水
管
断
裂
箇
所
捜
索
・
補
修
箇
所
へ
の
資
材
運
搬
等
を
実
施
し
た
。

▲災害地域の偵察活動を実施するAut要員▲生活道路等の危険物の撤去活動

▲給水支援活動▲給水支援活動

▲避難者輸送に関する自治体との調整▲避難者輸送活動

▲送水管運搬活動 ▲送水管運搬活動

平成30年10月

第１３偵察隊災害派遣活動



い ず も（６） 第230号

１５日ＡＭ １５日ＰＭ

１６日ＡＭ １６日ＰＭ

１８日ＰＭ１８日ＰＭ

▼ 油圧ショベル（グラップル付き）による行方不明者捜索状況

平成30年10月

第３０４施設隊災害派遣活動

第
３
０
４
施
設
隊
は
7

月
13
日
午
前
５
時
以
降
、

第
６
施
設
群
を
増
援
す
る

た
め
、
第
３
０
４
施
設
隊

長
（
石
川

仁
2
等
陸
佐
）

以
下
20
名
が
海
田
市
駐
屯

に
前
進
し
た
。

第
３
０
４
施
設
隊
は
、

広
島
県
に
お
け
る
不
明
者

捜
索
支
援
、
側
溝
浚
渫
、

生
活
道
路
上
の
危
険
物
除

去
を
実
施
し
た
。

道
路
啓
開
完
了



い ず も（７） 第230号

（俵業務隊長と二級賞状及び副賞）

（第二級賞状）

出
雲
駐
屯
地
業
務
隊
（
隊
長

俵
２
佐
）
は
、
７
月
18
日
陸
上
幕

僚
監
部
で
実
施
さ
れ
た
第
二
級
賞
状
授
与
式
に
お
い
て
山
崎
陸
上
幕

僚
長
か
ら
「
駐
屯
地
の
任
務
を
踏
ま
え
た
生
活
基
盤
の
充
実
な
ど
部

隊
任
務
遂
行
に
寄
与
」
の
功
績
に
よ
り
第
二
級
賞
状
及
び
副
賞
を
授

与
さ
れ
た
。

こ
の
授
与
式
で
は
、
駐
屯
地
業
務
に
お
い
て
優
れ
た
功
績
を
挙
げ

た
陸
上
自
衛
隊
の
17
個
部
隊
が
受
賞
し
た
。

賞
状
授
与
後
、
山
崎
陸
幕
長
か
ら
「
諸
君
ら
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
全
国
の
業
務
隊
の
模
範
と
な
り
、
成
果
の
普
及
に
努
め

て
欲
し
い
。
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
業
務
隊
』
と
し
て
の
栄
冠
を
勝
ち
取

っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
士
気
高
ら
か
に
勤
務
し
て

貰
い
た
い
。
」
と
訓
示
を
頂
い
た
。

出
雲
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
隊
長
以
下
一
丸
と
な
り
、
「
今
後
も
様

々
な
場
面
に
お
い
て
も
積
極
支
援
を
心
が
け
実
効
性
あ
る
駐
屯
地
の

支
援
態
勢
を
確
立
」
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
31
年
２
月
17
日
（
土
）
に
出
雲
駐
屯
地
業
務
隊
創
隊

65
周
年
記
念
行
事
を
計
画
中
で
あ
る
。

第
３
０
４
施
設
隊
（
隊
長

石
川
2

佐
）
は
、
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
派

遣
終
了
後
間
も
な
い
8
月
25
日
か
ら
4

夜
5
日
の
状
況
で
、
日
本
原
演
習
場
に

お
い
て
施
設
小
隊
（
Ｄ
）
に
対
し
訓
練

検
閲
を
実
施
し
た
。
小
隊
は
、
課
目

「
施
設
隊
が
直
接
支
援
す
る
普
通
科
連

隊
の
陣
地
防
御
に
お
い
て
、
全
般
支
援

任
務
に
あ
た
る
施
設
小
隊
（
Ｄ
）
の
行

動
」
に
つ
い
て
受
閲
し
、
小
隊
長
賀
須

井
２
尉
の
指
揮
統
率
の
下
、
検
閲
官
の

要
望
す
る
「
施
設
技
術
力
を
最
大
限
発

揮
し
て
被
支
援
部
隊
の
任
務
達
成
に
寄

与
せ
よ
。
」
、
「
基
本
基
礎
の
徹
底
に

よ
り
不
安
事
項
を
排
除
せ
よ
。
」
を
良

く
具
現
し
、
全
員
が
一
致
団
結
し
て
所

命
の
任
務
を
完
遂
し
た
。

25
日
１
２
０
０
の
状
況
開
始
移
行
、

連
日
30
度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、
集
結

地
の
占
領
か
ら
連
隊
作
戦
室
（
大
断
面

構
築
物
）
と
連
隊
長
執
務
室
（
小
断
面

構
築
物
）
を
連
接
さ
せ
た
陣
地
構
築
、

破
壊
障
害
の
構
成
を
行
い
、
各
級
指
揮

官
の
執
念
の
こ
も
っ
た
指
揮
統
率
に
よ

り
隊
員
の
士
気
を
鼓
舞
し
つ
つ
、
所
命

の
時
期
ま
で
に
所
命
の
強
度
と
所
望
の

機
能
を
兼
ね
備
え
た
構
築
物
を
完
成
さ

せ
る
な
ど
し
て
普
通
科
連
隊
の
防
御
任

務
に
寄
与
し
た
。

今
回
の
小
隊
訓
練
検
閲
を
も
っ
て
、

28
年
度
末
の
小
隊
新
編
以
来
実
施
し
て

き
た
戦
力
化
の
完
成
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
。

小隊長による命令下達対空射撃 連隊作戦室（大断面構築物）

平成30年10月

第３０４施設隊
平成３０年度第４次隊野営

業
務
隊
第
二
級
賞
状
授
与



い ず も（８） 第230号 平成30年10月

駐
屯
地
は
、
9
月
23

日
（
日
）
Ｊ
Ｒ
出
雲
市

駅
前
く
に
び
き
中
央
道

り
に
お
い
て
、
多
く
の

市
民
が
見
守
る
中
、
出

雲
駐
屯
地
創
立
65
周
年

記
念
行
事
を
挙
行
し
ま

し
た
。
来
賓
に
は
衆
議

院
議
員

三
浦
靖
様
、

島
根
県
副
知
事

藤
原

孝
行
様
、
出
雲
市
長

長
岡
秀
人
様
、
出
雲
大

社
宮
司

千
家
尊
祐
様

な
ど
の
ご
臨
席
を
頂
い

た
。行

事
は
、
駐
屯
地
司

令
感
謝
状
贈
呈
式
を
は

じ
め
、
第
13
音
楽
隊
に

よ
る
音
楽
演
奏
、
観
閲

式
、
観
閲
行
進
（
市
中

パ
レ
ー
ド
）
、
記
念
会

食
、
装
備
品
展
示
及
び

駐
屯
地
活
動
状
況
説
明

会
に
よ
り
、
地
域
防
衛

基
盤
の
拡
充
を
図
っ
た

こ
の
間
、
自
衛
隊
島

根
地
方
協
力
本
部
と
協

力
し
募
集
対
象
者
に
自

衛
隊
の
真
摯
を
披
露
し

た
。

駐
屯
地
司
令
よ
り

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

式

典

観
閲
部
隊
指
揮
官

2
等
陸
佐

石
川

仁

第
17
普
通
科
支
援
部
隊

観
閲
行
進

市
中
パ
レ
ー
ド

市
役
所
で
の
装
備
品
展
示

第
13
音
楽
隊
音
楽
演
奏

（
市
役
所
く
に
び
き

大
ホ
ー
ル
）

祝
賀
会
食

出雲駐屯地創立６５周年記念行事

。



転

出

者

い ず も（９） 第230号

転

入

者

●
幹

部

▽
施
設
隊

准
陸
尉

石
倉

研
司

（
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
＝
松
江
）

●
陸
曹
・
陸
士

▽
偵
察
隊

２
等
陸
曹

山
田

隼
人

（
第
13
施
設
隊
＝
海
田
市
）

２
等
陸
曹

森

高
志

（
第
15
偵
察
隊
＝
那
覇
）

２
等
陸
曹

田
畑

貴
司

（
陸
上
総
隊
司
令
部
付
隊
＝
朝
霞
）

▽
施
設
隊

２
等
陸
曹

三
宅

公
史

（
自
衛
隊
情
報
本
部
美
保
通
信
所＝

美
保
）

３
等
陸
曹

井
上

和
也

（
第
２
施
設
群
＝
湯
布
院
）

３
等
陸
曹

石
森

猛

（
第
４
施
設
群
＝
座
間
）

▽
業
務
隊

陸
曹
長

安
藤

仁
志

（
第
13
特
科
隊
＝
日
本
原
）

▽
第
１
直
接
支
援
隊

２
等
陸
曹

野
口

敬

（
第

高
射
直
接
支
援
中
隊
＝
青
野
原
）

▽
警
務
隊

１
等
陸
曹

畠
中

伸
治

（
第

地
区
警
務
隊
＝
米
子
）

●
幹

部

▽
業
務
隊

１
等
陸
尉

日
野

豊

（
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
＝
松
江
）

●
陸
曹
・
陸
士

▽
偵
察
隊

陸
曹
長

渡
邉

博
文

（
第
13
後
方
支
援
隊
＝
海
田
市
）

１
等
陸
曹

矢
通

斉

（
第
13
施
設
隊
＝
海
田
市
）

３
等
陸
曹

森
山

雄
也

（
高
等
工
科
学
校
＝
武
山
）

▽
施
設
隊

１
等
陸
曹

宇
野
木

一
寿

（
第
２
施
設
群
＝
湯
布
院
）

２
等
陸
曹

橋
本

健
太

（
部
隊
訓
練
評
価
隊
＝
滝
ケ
原
）

▽
業
務
隊

１
等
陸
曹

安
井

努

（
第
８
普
通
科
連
隊
＝
米
子
）

２
等
陸
曹

宗
岡

裕
明

（
第
17
普
通
科
連
隊
＝
山
口
）

▽
第
１
直
接
支
援
隊

２
等
陸
曹

田
邊

収
一

（
第
13
後
方
支
援
隊
＝
日
本
原
）

３
等
陸
曹

小
川

篤
史

（
武
器
教
導
隊
＝
土
浦
）

▽
基
通
隊

３
等
陸
曹

髙
原

正
樹

（
第

基
地
通
信
中
隊
＝
米
子
）

▽
警
務
隊

陸
曹
長

中
西

宏
智

（
第

地
区
警
務
隊
＝
米
子
）

▽
会
計
隊

陸
士
長

大
野

隼
人

（
第

会
計
隊
＝
米
子
）

益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
！

132

駐屯地業務隊

陸曹長 上田 勝
（７月１３日付）

第１３偵察隊

陸曹長 竹田 栄
（７月１９日付）

永
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

302

新
任
地
で
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
！

312132

12
月
定
年
退
官
予
定
者

業
務
隊

准
陸
尉

女
鹿
田

幸
二

19
日

駐屯地業務隊

准陸尉 佐々木 孝晴
（９月２８日付）

平成30年10月

7
月

9
月

駐屯地業務隊

准陸尉 田部 泰
（１０月７日付）

10
月

駐屯地業務隊

３等陸尉 三浦 武浩
（１０月１６日付）

１３後支２整中

陸曹長 岩下 智
（１０月２１日付）

356


